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訴訟の判決に関するお知らせ 

 
 当社は，平成２３年５月２０日付「訴訟の提起に関するお知らせ」にて公表いたしました訴

訟につき、係争中でありましたが、本日、判決言渡を受けましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

記 
 

１． 訴訟の提起から判決に至るまでの経緯 

当社は、平成２３年５月２０日付で、平成２１年１１月３０日付アドバイザリー業務委託

契約に基づき、第５回新株予約権行使における約定報酬の未払分１８０４万１１００円につ

いて本件訴訟の提起を受けることとなりました。当社は、当該契約の契約期限は平成２２年

６月３０日であり、それ以降の約定報酬は支払う義務はなく、原告株式会社クイーンズゲイ

トが当社に対してアドバイスを行った事実が存在しなかったため、当該未払は存在しないと

判断しました。さらに、本件訴訟の提起を受け社内で調査したところ、支払を行った約定報

酬についても原告は契約に基づく業務を遂行していないと思われるため、不当利益返還請求

権に基づき、支払い済みの報酬の一部１１３９万６０００円について返還を求めて反訴を行

い係争してまいりました。 

 

２． 判決言渡のあった裁判所および年月日 

東京地方裁判所 平成２４年４月２７日 

事件番号：平成２３年（ワ）第１５５４２号 業務委託報酬本訴請求事件 

     同年（ワ）第３０８９０号 不当利得返還反訴請求事件 

 

３． 判決の概要 

１ 本訴被告・反訴原告は、本訴原告・反訴被告に対し、１８０４万１１００円及びこれに

対する平成２３年４月２日から支払済みまで年６分の割合による金員を支払え。 

２ 本訴被告･反訴原告の反訴請求を棄却する。 

３ 訴訟費用は、本訴反訴を通じ、本訴被告･反訴原告の負担とする。 

４ この判決は、第１項に限り、仮に執行することができる。 

 

４． 今後の見通し 

今回の判決は到底承服しがたいものでありますので、すみやかに、東京高等裁判所への控

訴の手続きを行い、本判決の不当性を主張していく方針であります。なお、本件訴訟の推移



によっては当社業績に影響を及ぼす可能性もあります。 

 

以  上 


